
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

〒 221-0003 
住所︓横浜市神奈川区⼤⼝仲町 460 
電話︓045-421-7428・7429 
FAX︓045-431-4528 
東急東横線「妙蓮寺駅」 徒歩 7 分 
ＪＲ横浜線「⼤⼝駅」  徒歩10 分 

「横浜盲学校⼊⼝」 

昭和30 年４⽉１⽇開校。ＪＲ横浜線⼤⼝駅の⻄⼝を最
寄り駅とし、駅の⻄側の⼩⾼い丘の頂上に⽴地する。学校
から駅や商店街に向けての斜⾯に住宅が密集している。巨
⼤な集合住宅（マンション）はなく、代々このまちに暮ら
す⼈が多い。この⼤⼝のまちは、古くから商店街を中⼼に
して栄え、⼤⼝商店街はＪＲ横浜線・⼤⼝駅⻄⼝のすぐ近
くから第⼆京浜の交差点まで約400m 続く。 

本校はまちとともに歩んできた学校である。 
⼦どもたちのまちの⾏事への参加やまちの⽅々の学校

への協⼒などの連携も充実している。「全国学⼒・学習状
況調査〔⽣活・学習意識調査〕」では、住んでいる地域の⾏
事に参加し地域で起こっている問題や出来事に関⼼があ
る児童の割合がたいへん⾼い。 

また、横浜市⽴盲特別⽀援学校との交流や地域の⾼齢者
の⽅々との交流、商店街お店体験など、地域の様々な教育
⼒を学校教育の中に積極的に取り⼊れて本校の特⾊をつ
くっていく活動を⾏っている。校内に「放課後キッズクラ
ブぱれっと」があり、多くの⼦どもたちが、放課後⽣き⽣
きと過ごしている。 
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わくわく トライ ⼤⼝台 
⾃ら進んで学び続ける⼦  【知】 相⼿を思いやり、⾃分を⼤切にできる⼦ 【徳】 
⼼⾝ともに健康でたくましく⽣きる⼦ 【体】 ⼈やまちとのつながりを⼤切にし、ともにみらいをつくる⼦【公】【開】 

○ 全教職員が学校経営に主体的に参加し、活力と魅力あふれる学校づくりを推進します。 
 対話的、主体的で深い学びが実現できる教育活動を充実させ、子どもの学ぶ力、生きる力の向上を図る。 

 望ましい人間関係のもと、人とのコミュニケーションを大切にし、他者を尊重する態度と、自己肯定感や自己有用

感を育てる。 

 継続的、計画的に体力向上の取組、健康教育の実践を図る。 

 家庭・地域・関係機関との連携を図り、社会に開かれた学校づくり・安全安心の信頼される学校づくりを進める。 

【９年間で育てる子ども像】 たくましく社会を生き抜いていく子ども 
《課題解決力》  《自尊感情》  《コミュニケーション力》 

・ 目指す資質・能力を基盤に、学習への積極的な参加、適切な言語表現、確実な知識・技能の定着を図る。 

・ 礼儀や規範意識を身につけ、自他へ思いやり、やさしさを行動に表せるようにする。 

・ 地域に暮らす者として自覚と責任のある行動と感謝の気持ちをもてるようにする。 

小
中
一
貫
教
育
の 

取
組 

重
点
取
組 

○ 課題を自立的、協働的に解決する学習方法の工夫。 
○ 高学年を中心に教科担任制を実施。中学年は算数の少人数教室や

チームティーチングを導入し、個別指導の充実を図る。 
○ 学習のトレーニングの積み重ねを行い、基礎学力の向上を図り、新しい

知識や学力をつけるための土台づくりを行う。タブレット端末を活用。 

○ わくわくトライ活動では、ペア学年による活動を取り入れる。 
○ 地域や商店街、盲特別支援学校なとの交流を通して、様々な立場の

人の思いに触れ、自分たちができることをしていこうとする心を育て
る。 

○ 体力テストをもとに体育の時間を見直し、日常の運動を習慣づける。 
○ 職員による校舎の消毒とともに、子どもたちに衛生管理の大切さを伝

え、実践する態度を育成する。 
○ PDCA サイクルに基づく課題をもとに、児童、教職員、家庭、地域、学

校が一体で学校保健委員会を運営する。 

○ 学校・地域コーディネーターと協働し、外部の力の効果的・効率的な活用方法を検討し、より豊か
な教育活動へとつなげる。 

○ 令和２年度から設置された学校運営協議会は年間を通して６回開催する。協議会で話し合った内
容を地域や保護者に向けて積極的に発信し、共有していく。 

○ Ｙ－Ｐ（子どもの社会的ｽｷﾙ横浜ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）を道徳や各教科の授業で行い、継続した実践をする。 
○ 携帯電話やスマホの利用、犯罪や問題行動について、学校、関係機関、家庭と連携した授業を行う。 
○ 幼保小で子どもたちの交流や職員の情報交換・研修を行い、各学年スタートカリキュラムの充実を図る。 

○ 特別支援を必要とする児童の個別の指導計画を作成し職員会議で教職員の共通理解を図る。 
○ 適切な支援・指導の必要に応じ、関係機関との連携を図る。 
○ 校内研修で教職員の特別支援学級への理解を深める。 
○ 学習に遅れがある児童に対し、特別支援教育(スマイル教室)によるきめ細やかな指導を行う。 

○ メンターチームを組織し、ミドルリーダーを中心に年 10 回の活動をし、５年以下の
教職員とミドルリーダーの育成を図る。 

○ 学校運営会議を月１回開催し、学校運営を組織的に行う。 
○ グループウェア等を活用し、情報の共有化を図るとともに、「電子申請システム」を

活用し事務の簡便化、効率化を図る。 

人材育成 

組織運営 

働き方改革 

校内重点研究 

自己肯定感をもてる子どもの育成《算数科・体育科を中心に》 学力向上アクションプラン 体育・健康プラン 「豊かな心の育成」推進プラン 

○ 児童の情報を全職員で共有し、いじめの早期発見と早期対応・家庭や関係機関との連携を確実に
行う。 

○ いじめの起きにくい風土の醸成に努め、児童と教職員が挨拶や気持ちのよい言葉遣いに取り組む。 
○ 人権教育を推進し、いじめ、偏見、差別をなくすための授業を行う。 

神奈川中学校ブロック 
神奈川中学校 

大口台小学校 白幡小学校 

○ 「横浜の時間」を中心に、地域で体験的に学ぶ機会や年間を通した
異学年交流を設け、他者とのかかわりの中で一人ひとりの自己肯定
感を高める。 

○ 学年に応じた地域の方々や企業と関わる学習活動を年間計画に位
置付け、学ぶことや働くことの意義を考える場を設定する。 

安全管理 安全指導 業務改善 

中期学校経営方針 



 

令和４年度 年間⾏事予定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

４月 

 

 

 

 

５月 

 

 

 

 

６月 

 

 

 

７月 

 

 

 

８月 

 

９月 

 

 

 

 

１０月 

 

 

 

 

１１月 

 

 

 

１２月 

 

１月 

２月 

３月 

 

７日 

２１日 

２２日 

26～27 日 

２８日 

9～10 日 

12～13 日 

２０日 

２４日 

２６日 

２日 

3 日 

7～8 日 

２３日 

4～11 日 

11～12 日 

１４日 

２０日 

２９日 

３０日 

１日 

8～9 日 

14～15 日 

20～21 日 

２２日 

７日 

１１日 

２２日 

２６日 

２８日 

１日 

２日 

未定 

１１日 

8～15 日 

２３日 

１０日 

１７日 

３日 

１７日 

２４日 

 

 

前期始業式 着任式 入学式 

１・３・５年、４・５組；懇談会 

２・４・６年；懇談会 

横浜市学力･学習状況調査 

創立記念式 

地域訪問 

教育相談 

ＰＴＡ総会 

１・４年；交通安全教室 

６年；東京見学 

開港記念日〈横浜市制記念日〉 

見守り隊・学校地域コーディネータ紹介 

４年；愛川宿泊体験学習 

神奈川区国際平和スピーチコンテスト 

個人面談 

６年；日光修学旅行 

スクールゾーン対策協議会 

夏休み前授業最終日 

夏休み後授業再開 

６年；横浜子ども会議 

総合防災訓練 

懇談会 

５年；三浦宿泊体験学習 

４・５組；上郷合同宿泊体験学習 

４年；焼却場見学 

前期最終日 

後期開始日  

スポーツフェスティバル（運動会） 

６年；児童生徒交流日〔神奈川中学校〕  

２年；遠足〔ズーラシア遠足〕 

３年；遠足〔未定〕 

就学時健康診断 

４年；神奈川区音楽会 

１年；遠足〔品川 or 野毛山〕 

個人面談・校内作品展 

冬休み前授業最終日〈冬休み～１月６日〉 

冬休み後授業再開 

新１年生保護者説明会 

 

学校のおもなあゆみ 
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日課表 
開門  
登校 

８：００～８：１５ 
月 火 水 木 金 

★８：２０～８：３0 朝の会 朝会・集会 
８：３0～８：４５ ※６０分授業 ※６０分授業 ※６０分授業 ※６０分授業 朝の会 

１校時 
８：４５～９：３０ 

 

＜５分＞      
２校時 

９：３５～★１０：２０ 
     

＜２０分＞      
３校時 

★１０：４０～１１：２５ 
     

＜５分＞      
４校時 

１１：３０～★１２:１５ 
     

給食 
１２：１５～１３：００ 

     

昼休み＜２０分＞      

５校時 
★１３：２５～１４：１０ 

     

６校時 
１４：１５～１５：００ 

     

清掃・帰りの会 
５時間 14:10～ 
６時間 15:00～ 

 

クラブ活動・委
員会活動のと
きは５時間と同
じ時間に行う 

  

 

最終下校時刻 

４校時授業の日→１２：３０（給食なしの場合） 
４時間授業の日→１３：３０（給食ありの場合） 
５校時授業の日→１４：４０   
６校時授業の日→１５：２５（委員会・クラブ含む） 

・ 開門時刻は８：００です。 

・ 登校時刻は８：００～８：１５です。 

・ ８：２０までに着席をします。 

・ クラブ活動・委員会活動は４５分間で、火

曜日の６校時に設定します。(委員会活

動のない学年は５時間授業です) 

・ 学校行事等で、日課表を変更する場合

もあります。学校だより、学年だよりでご

確認ください。 

・ ３年生は後期より月曜日が６校時となり

ます

大
口
台
小
学
校
校
歌  

作
詞
・
作
曲 

高
木 

東
六 
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イ  

し
あ
わ
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い
っ
ぱ
い
の 

大
口
台
小
学
校 

在籍児童数(令和４年４月７日現在） 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 

男 ２３ ３０ ３４ ２２ ２４ ２５ １１ 1６４ 

女 ２４ ２９ ３４ ２２ ２５ ２５ ５ 1６９ 

計 ４７ ５９ ６８ ４４ ４９ ５０ １６ ３３３ 

児童数； ３３３名 

教職員； 校長 副校長 主幹教諭･教諭２０ 

 養護教諭 初任研補充 

事務職員 学校栄養士 

 技術員２ 給食調理員２ 

 学校司書 理科支援員 

          職員室業務アシスタント２  

学区域； 横浜市神奈川区 

 大口仲町 大口通 西大口 松見町 

校章の由来 

輪郭の百合花は、本県の県花として定

められ、至る処の山野に清楚な姿を見せ

ている。 本校所在地付近は、戦前まで雑

木林におおわれ、妙蓮寺から子安にいた

る一本の道が通じ、 通行人も稀な淋しい

所であった。 付近は当時野生の百合が

非常に多く、 初夏の候は、この淋しい道の

両側を飾り土地の人々はこの付近を百合

山と呼んでいたと伝えられる。 ここに校地

とし、 本校を開設するに当たって、古老の

話に因み百合花を本校の校章と定めた。 

 月 火 水 木 金 

１年 ５ ５ ４  ５  ４  

２年 ５ ５ 4  ５  ５  

３年 ５  ５ ５  ６  ５  

４年 ６ ６ ５  ６  ５  

５年 ６ ６ ５  ６  ５  

６年 ６ ６ ５  ６  ５  

  
クラブ 
委員会 

 
   


